
令和６年７月１９日

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累  計 

登 録 件 数 １５８ １４，３０３ 

関係都道府県数 ２８ ４７ 

関係市町村(区)数 ５５ １，０２５ 

○時 代 別   （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 １７ ４２ ３０ ５２ ８ ９ １５８ 

累  計 ２，５６８ ４，４８９ ２，９０１ ３，６４５ ６３６ ６４ １４，３０３ 

○種   別   （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 2 24 15 1 3 2 0 7 63 40 1 0 158 

累 計 136 1,488 1,770 526 250 452 336 499 6,422 2,107 225 92 14,303 

  （件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １３６ ３ １９ １５８ 

累  計 １１，３８６ ６７７ ２，２４０ １４，３０３ 

文化審議会（会長  島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和６年７月１９日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１５８件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。  

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，３０３件

となる予定です。  
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今回の答申における主なもの 

① 絹織物の不純物を取り除く現役の精練工場

021～27 羽前
う ぜ ん

絹
け ん

練
れ ん

株式会社精練棟ほか 6件 山形県鶴岡市 大正後期 

鶴ヶ岡城跡の西方に位置し、絹織物の洗

浄・乾燥などをおこなう工場。精練棟は生地

に付着するタンパク質などの不純物を熱湯で

洗浄する作業場。内部は一室の土間で水槽を

並べ、上部には生地を水槽に移すレールと洋

小屋を現す。生地の精練をおこなう現役の工

場建築。 

② 蕨市民が親しむ円形の幼稚園舎

030 わらび幼稚園円形園舎 埼玉県蕨市 昭和 38年／平成 9年改修 

蕨市街地南東に位置する幼稚園舎。鉄筋コ

ンクリート造２階建の円形平面で、１階は中

央遊戯室の周りに保育室を配し、２階は一階

より一回り小さく、外周を屋上テラスとす

る。建築家 坂本
さ か も と

鹿名夫
か な お

による設計で、円形

を用いて狭隘な敷地内で採光を考慮した現役

の園舎。 

③ 川崎の高度成長期の発展を伝える鉄工所

047～51 北條鉄工クレーンヤードほか 4件 神奈川県川崎市 昭和 43年 

JR 浜川崎駅の北方に位置する現役の鉄工

所。クレーンヤードは、重量鉄骨の製作や組

立等を行う作業場。内部は一室の大空間で上

部に作業用走行クレーンを３列収容する。山

形鋼を接合した箱形のラチス柱や梁が往時の

時代相をよく示す。巨大な外観が鉄工所景観

の要をなす。 
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④ 国内最初期のアーチ式砂防堰堤

075 宮
み や

海道
か い ど う

堰堤 長野県松本市 昭和 14 年 

さ い か わ すすきがわ

松本市街を東西に貫流する 犀川 水系 薄川
き ょ う さ く ぶ

上流の 狭窄部 に位置し、長野県直営で建設し

た砂防施設。平面は半径 30 メートルの円アー
て い こ う

チ形で、堤 高 は 15 メートル。アーチ計算な

どに当時の高度な土木技術を駆使し、現在も

機能し続ける我が国最初期の砂防堰堤で貴重。

⑤ 大屋根が周囲の森林に溶け込む郊外住宅

101 牛
う し

谷
た に

家住宅主屋 奈良県宇陀市 昭和 43 年 

き ん て つ は い ば ら

近鉄 榛原 駅北方に位置する郊外住宅。設計

は坂倉準三建築研究所。木造２階建で、１階は

時計回りに部屋を並べて、わずかな段差で変化

を付け、上部に放射状に配した垂木を現す。軒

深い大屋根が周囲の自然に溶け込み、正面に開

く屋根窓が、印象的な外観をつくる主屋。 

⑥ 前川國男による戦後庁舎建築の大作

117～119 岡山県庁本庁舎本館 ほか 2 件 岡山県岡山市 

昭和 32 年／昭和 39年・同 43 年増築、平成 8年・令和 6 年改修 

岡山城二の丸跡に位置する現役の県庁舎。設

計は 前川
ま え か わ

國男
く に お

。鉄骨鉄筋コンクリート造、地

上 9階地下 1 階建てで、下層はコンクリート打

放仕上、上層は黒色枠のカーテンウォールを用

いた外観とし、中央部のピロティや回廊で内外

を一体として巧みに調和させた前川による戦後

庁舎建築の大作。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 

  課  長 田中 禎彦

課長補佐 田中 佳幹 

登録部門 清永 洋平、市橋 弥生（内線 9755） 

  審議会係 今村 結記、梶村 伊織（内線 9756）

提供：宇陀市教育委員会

提供：上土井信行
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
中

舘
（
な

か
だ

て
）
家

住
宅

主
屋

青
森

県
弘

前
市

M
中

期
／

M
後

期
増

築
、

S
3
6
改

修
弘

前
城

跡
南

東
の

旧
武

家
地

に
所

在
す

る
旧

家
の

主
屋

。
通

り
よ

り
引

き
込

み
建

つ
二

階
建

て
切

妻
造

り
妻

入
り

で
、

配
置

や
間

取
り

に
当

地
の

武
家

住
宅

の
形

式
を

踏
襲

す
る

近
代

和
風

住
宅

。
住

宅
建

築
物

２

2

愛
宕

神
社

本
殿

(旧
愛

宕
山

大
権

現
堂

（
だ

い
ご

ん
げ

ん
ど

う
）
）

岩
手

県
奥

州
市

正
徳

4
(1

7
1
4
)／

文
久

2
（
1
8
6
2
）
・
S
3
2

改
修

北
上

川
東

岸
、

か
つ

て
下

川
原

御
蔵

（
し

も
か

わ
ら

お
く

ら
）
が

あ
っ

た
集

落
の

鎮
守

。
基

壇
上

に
東

面
し

て
建

つ
宝

形
（
ほ

う
ぎ

ょ
う

）
造

り
三

間
堂

、
正

面
一

間
向

拝
付

き
。

小
壁

や
組

物
な

ど
に

塗
装

彩
色

（
さ

い
し

き
）
を

一
部

残
す

貴
重

な
旧

権
現

堂
。

宗
教

建
築

物
２

3

旧
盛

岡
天

主
堂

（
て

ん
し

ゅ
ど

う
）

岩
手

県
盛

岡
市

T
元

／
S
前

期
改

修
、

同
4
2
増

築
、

同
5
3
移

築

盛
岡

大
学

附
属

高
等

学
校

の
敷

地
内

に
建

つ
教

会
。

身
廊

（
し

ん
ろ

う
）
は

柱
頭

飾
付

き
円

柱
を

並
べ

て
ア

ー
チ

を
架

け
ヴ

ォ
ー

ル
ト
天

井
を

張
る

。
ロ

マ
ネ

ス
ク

を
基

調
と

し
つ

つ
、

繊
細

な
意

匠
の

木
造

天
主

堂
。

宗
教

建
築

物
２

4
旧

亘
理

（
わ

た
り

）
家

住
宅

主
屋

M
2
5
／

T
後

期
・

H
1
2
改

修
住

宅
建

築
物

２

5
旧

亘
理

家
住

宅
茶

室
T

前
期

／
S
前

期
、

H
1
2
改

修
住

宅
建

築
物

１

6
旧

亘
理

家
住

宅
表

門
M

前
期

／
S
前

期
改

修
住

宅
工

作
物

１

7
旧

観
音

寺
鐘

楼
秋

田
県

横
手

市
T

6
高

台
上

に
建

つ
旧

真
言

宗
寺

院
の

袴
腰

付
き

鐘
楼

。
方

一
間

、
入

母
屋

造
り

鉄
板

菱
葺

き
で

、
四

方
を

吹
放

ち
、

欄
干

を
廻

す
。

景
勝

地
の

蛇
の

崎
（
じ

ゃ
の

さ
き

）
に

建
つ

地
域

の
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
的

存
在

の
鐘

楼
。

宗
教

工
作

物
１

8
正

平
寺

（
し

ょ
う

へ
い

じ
）
経

蔵
S
4

宗
教

建
築

物
１

9
正

平
寺

山
門

M
3
7
／

S
4
2
改

修
宗

教
工

作
物

１

1
0

髙
橋

家
住

宅
主

屋
M

4
5
／

S
中

期
改

修
住

宅
建

築
物

２

1
1

髙
橋

家
住

宅
土

蔵
M

4
4

住
宅

建
築

物
２

1
2

ヤ
マ

モ
味

噌
醤

油
醸

造
元

店
舗

兼
主

屋
M

中
期

／
S
中

期
・

H
2
8
改

修
産

業
2
次

建
築

物
１

1
3

ヤ
マ

モ
味

噌
醬

油
醸

造
元

兵
助

蔵
（
旧

家
財

蔵
）

M
2
7

産
業

2
次

建
築

物
２

1
4

ヤ
マ

モ
味

噌
醬

油
醸

造
元

茂
助

蔵
及

び
妙

見
蔵

（
旧

居
住

蔵
及

び
旧

漬
物

蔵
）

M
1
6

産
業

2
次

建
築

物
２

1
5

ヤ
マ

モ
味

噌
醬

油
醸

造
元

彦
四

郎
蔵

（
旧

米
蔵

）
S
前

期
／

S
中

期
増

築
産

業
2
次

建
築

物
１

1
6

ヤ
マ

モ
味

噌
醤

油
醸

造
元

仕
込

蔵
M

中
期

産
業

2
次

建
築

物
１

1
7

ヤ
マ

モ
味

噌
醤

油
醸

造
元

諸
味

蔵
T

前
期

／
S
中

期
改

修
産

業
2
次

建
築

物
１

1
8

ヤ
マ

モ
味

噌
醤

油
醸

造
元

酢
蔵

S
前

期
／

S
中

期
改

修
産

業
2
次

建
築

物
１

1
9

ヤ
マ

モ
味

噌
醤

油
醸

造
元

作
業

場
T

後
期

産
業

2
次

建
築

物
１

2
0

関
田

（
せ

き
た

）
円

型
分

水
工

秋
田

県
仙

北
郡

美
郷

町
（
み

さ
と

ち
ょ

う
）

S
1
3

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

、
直

径
1
2
メ

ー
ト
ル

の
円

型
分

水
工

。
内

円
筒

（
な

い
え

ん
と

う
）
の

1
8
0
個

の
分

水
孔

か
ら

流
す

水
を

、
外

円
筒

（
が

い
え

ん
と

う
）
の

仕
切

板
で

1
0
の

地
域

に
分

水
。

美
郷

町
の

稲
作

を
支

え
る

農
業

施
設

で
、

円
型

分
水

工
の

初
期

事
例

と
し

て
も

貴
重

。

産
業

1
次

土
木

１

秋
田

県
湯

沢
市

宮
城

県
登

米
市

秋
田

県
横

手
市

秋
田

県
湯

沢
市

仙
台

藩
佐

沼
要

害
（
さ

ぬ
ま

よ
う

が
い

）
の

旧
要

害
主

の
住

宅
。

主
屋

は
高

台
の

敷
地

中
央

に
南

面
す

る
寄

棟
造

り
茅

葺
き

で
入

母
屋

（
い

り
も

や
）
造

り
玄

関
を

付
す

。
床

廻
り

に
良

質
な

ケ
ヤ

キ
を

用
い

、
洗

練
さ

れ
た

つ
く

り
の

和
風

住
宅

。
主

屋
南

東
に

接
続

す
る

茶
室

は
寄

棟
（
よ

せ
む

ね
）
造

り
茅

葺
き

で
主

屋
と

と
も

に
歴

史
的

景
観

を
形

成
。

石
段

を
登

っ
た

敷
地

入
口

に
南

面
し

て
建

つ
門

は
両

脇
に

板
葺

の
袖

塀
を

付
す

。
欄

間
に

亘
理

家
と

伊
達

家
の

家
紋

彫
刻

を
掲

げ
、

旧
家

の
風

格
を

示
す

。

横
手

城
跡

南
西

に
位

置
す

る
曹

洞
宗

寺
院

の
経

蔵
と

山
門

。
経

蔵
は

土
蔵

造
で

北
面

に
向

唐
破

風
（
む

か
い

か
ら

は
ふ

）
向

拝
（
こ

う
は

い
）
を

付
し

、
華

や
か

な
外

観
。

山
門

は
三

間
一

戸
の

薬
医

門
で

両
脇

に
鉄

板
葺

袖
塀

を
付

す
。

装
飾

豊
富

な
賑

や
か

な
外

観
で

赤
門

（
あ

か
も

ん
）
と

地
域

で
呼

び
親

し
む

大
規

模
な

山
門

。

旧
羽

州
（
う

し
ゅ

う
）
街

道
に

北
面

す
る

敷
地

に
建

つ
旧

家
の

主
屋

と
土

蔵
。

主
屋

は
北

面
中

央
に

起
り

屋
根

（
む

く
り

や
ね

）
の

玄
関

を
張

り
出

し
、

背
面

の
庭

を
取

り
囲

む
よ

う
に

座
敷

を
突

出
さ

せ
る

。
優

美
な

襖
絵

で
飾

っ
た

座
敷

が
連

な
る

上
質

な
近

代
和

風
建

築
。

主
屋

の
南

に
接

続
す

る
土

蔵
は

家
財

蔵
で

内
部

は
各

階
一

室
の

板
敷

で
太

い
二

重
梁

を
現

し
、

木
部

を
透

漆
塗

で
仕

上
げ

、
豪

壮
か

つ
華

や
か

な
土

蔵
。

旧
羽

州
街

道
に

南
面

す
る

現
役

の
味

噌
醤

油
醸

造
元

。
通

り
に

南
面

し
て

建
つ

店
舗

兼
主

屋
の

北
西

に
、

兵
助

蔵
（
旧

家
財

蔵
）
、

茂
助

蔵
及

び
妙

見
蔵

（
旧

居
住

蔵
及

び
旧

漬
物

蔵
）
、

通
り

を
挟

ん
で

西
側

に
建

つ
彦

四
郎

蔵
（
旧

米
蔵

）
、

さ
ら

に
敷

地
北

西
に

建
つ

仕
込

蔵
、

諸
味

蔵
、

酢
蔵

、
作

業
場

か
ら

な
る

。
店

舗
兼

主
屋

は
、

深
い

螻
羽

（
け

ら
ば

）
や

梁
組

を
現

し
た

妻
壁

が
、

街
道

景
観

に
風

趣
（
ふ

う
し

ゅ
）
を

添
え

る
。

兵
助

蔵
（
旧

家
財

蔵
）
は

主
屋

か
ら

一
連

の
鞘

で
覆

っ
た

土
蔵

で
外

壁
は

黒
漆

喰
磨

き
仕

上
。

地
元

大
工

に
よ

る
重

厚
か

つ
洗

練
さ

れ
た

意
匠

の
土

蔵
。

茂
助

蔵
及

び
妙

見
蔵

（
旧

居
住

蔵
及

び
旧

漬
物

蔵
）
は

建
物

全
体

を
鞘

で
覆

い
、

一
階

西
側

は
土

間
の

旧
漬

物
蔵

、
東

側
は

板
敷

と
畳

敷
の

居
住

部
。

彦
四

郎
蔵

（
旧

米
蔵

）
は

一
階

は
土

間
、

二
階

は
板

敷
で

、
小

屋
組

は
キ

ン
グ

ポ
ス

ト
・
ト
ラ

ス
。

醸
造

施
設

と
一

体
で

歴
史

的
な

景
観

を
形

成
。

仕
込

蔵
は

二
階

建
て

の
土

蔵
で

外
壁

は
漆

喰
塗

り
仕

上
。

長
大

な
土

蔵
が

醸
造

施
設

の
景

観
を

つ
く

る
。

諸
味

蔵
は

平
屋

建
の

土
蔵

で
、

内
部

に
大

型
の

醤
油

醸
造

桶
を

並
べ

、
木

太
い

梁
を

用
い

た
和

小
屋

を
架

け
る

。
伝

統
的

な
醸

造
風

景
を

今
に

伝
え

る
。

酢
蔵

は
平

屋
建

て
切

妻
造

り
鉄

板
葺

き
で

、
屋

根
軒

先
を

金
物

補
強

し
、

積
雪

に
備

え
る

雪
国

ら
し

い
土

蔵
。

作
業

場
は

敷
地

中
央

で
各

施
設

を
結

節
し

、
醤

油
の

火
入

れ
、

濾
過

、
充

填
を

行
う

。
内

部
は

梁
間

七
間

半
の

広
大

な
土

間
で

、
小

屋
組

は
キ

ン
グ

ポ
ス

ト
・
ト
ラ

ス
。

醸
造

施
設

の
要

で
採

光
を

図
る

越
屋

根
が

印
象

的
な

外
観

を
つ

く
る

。

4



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

2
1

羽
前

絹
練

株
式

会
社

事
務

所
及

び
仕

立
棟

（
し

た
て

と
う

）
S
1
5
／

S
中

期
増

築
産

業
2
次

建
築

物
１

2
2

羽
前

絹
練

株
式

会
社

精
練

棟
（
せ

い
れ

ん
と

う
）

T
後

期
産

業
2
次

建
築

物
１

2
3

羽
前

絹
練

株
式

会
社

染
色

棟
（
旧

染
色

室
及

び
旧

汽
罐

室
）

S
４

／
S
8
頃

・
S
中

期
増

築
産

業
2
次

建
築

物
１

2
4

羽
前

絹
練

株
式

会
社

第
一

仕
上

棟
（
し

あ
げ

と
う

）
T

後
期

／
S
前

期
増

築
産

業
2
次

建
築

物
１

2
5

羽
前

絹
練

株
式

会
社

第
二

仕
上

棟
T

後
期

／
S
中

期
増

築
産

業
2
次

建
築

物
１

2
6

羽
前

絹
練

株
式

会
社

検
査

棟
S
1
8
頃

産
業

2
次

建
築

物
１

2
7

羽
前

絹
練

株
式

会
社

土
蔵

T
後

期
／

S
1
5
移

築
産

業
2
次

建
築

物
２

2
8

日
本

基
督

教
団

桐
生

教
会

教
会

堂
群

馬
県

桐
生

市
S
5
／

S
3
1
増

築
、

同
4
4
・
H

４
改

修
ＪＲ

桐
生

駅
南

方
の

市
街

地
に

北
面

し
て

建
つ

教
会

堂
。

三
連

の
尖

頭
ア

ー
チ

の
中

央
を

玄
関

ア
ル

コ
ー

ブ
と

し
、

上
部

に
三

葉
形

（
み

つ
ば

が
た

）
ア

ー
チ

窓
を

開
け

バ
ル

コ
ニ

ー
を

付
す

。
上

部
に

現
し

た
シ

ザ
ー

ズ
ト
ラ

ス
が

上
昇

感
を

つ
く

る
。

宗
教

建
築

物
２

2
9

常
盤

園
茶

舗
倉

庫
埼

玉
県

深
谷

市
M

4
0
頃

／
S
6
頃

・
R
4
改

修
茶

商
の

商
品

兼
家

財
用

の
倉

庫
。

二
階

建
の

一
階

は
煉

瓦
一

枚
半

積
で

内
法

高
ま

で
立

上
げ

、
上

部
は

土
台

を
据

え
て

木
造

と
す

る
混

構
造

。
昭

和
6
年

西
埼

玉
地

震
後

と
伝

わ
る

鉄
骨

補
強

し
た

外
観

が
、

深
谷

の
歴

史
を

伝
え

る
。

産
業

3
次

建
築

物
１

3
0

わ
ら

び
幼

稚
園

円
形

園
舎

埼
玉

県
蕨

市
S
3
8
／

H
9
改

修
市

街
地

南
東

に
位

置
す

る
幼

稚
園

舎
。

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

二
階

建
の

円
形

平
面

で
、

狭
隘

な
敷

地
で

採
光

を
考

慮
し

た
坂

本
鹿

名
夫

（
か

な
お

）
に

よ
る

巧
み

な
現

役
の

園
舎

。
学

校
建

築
物

２

3
1

勝
家

住
宅

主
屋

S
1
1
頃

住
宅

建
築

物
２

3
2

勝
家

住
宅

稲
荷

社
S
1
1
頃

住
宅

建
築

物
１

3
3

旧
下

総
御

料
牧

場
（
三

里
塚

記
念

公
園

）
貴

賓
館

M
9
／

M
2
1
移

築
、

T
8
増

築
住

宅
建

築
物

１

3
4

旧
下

総
御

料
牧

場
（
三

里
塚

記
念

公
園

）
防

空
壕

S
1
6
／

H
2
2
改

修
住

宅
工

作
物

３

3
5

榎
本

家
住

宅
主

屋
S
前

期
／

S
3
3
頃

移
築

住
宅

建
築

物
１

3
6

榎
本

家
住

宅
離

れ
M

中
期

／
S
3
3
頃

移
築

住
宅

建
築

物
２

3
7

榎
本

家
住

宅
北

土
蔵

M
1
7
／

S
3
3
頃

移
築

、
H

2
3
改

修
住

宅
建

築
物

２

3
8

榎
本

家
住

宅
釜

場
S
前

期
／

S
3
3
頃

改
修

住
宅

建
築

物
１

3
9

榎
本

家
住

宅
正

門
S
前

期
／

S
3
3
頃

移
築

住
宅

工
作

物
１

4
0

榎
本

家
住

宅
稲

荷
社

S
3
3
頃

住
宅

建
築

物
１

4
1

松
井

家
住

宅
主

屋
S
7
／

H
1
3
改

修
住

宅
建

築
物

２

4
2

松
井

家
住

宅
蔵

S
2

住
宅

建
築

物
１

4
3

松
井

家
住

宅
表

門
及

び
塀

S
7
頃

住
宅

工
作

物
１

4
4

旧
唐

木
田

家
住

宅
主

屋
東

京
都

台
東

区
T

9
／

S
前

期
増

築
上

野
桜

木
に

位
置

す
る

和
風

住
宅

。
二

階
建

て
寄

棟
造

り
桟

瓦
葺

き
で

、
西

寄
り

に
寄

棟
造

り
玄

関
を

付
す

。
ガ

ラ
ス

窓
を

用
い

た
開

放
的

な
外

観
で

閑
静

な
住

宅
地

の
景

観
を

つ
く

る
。

住
宅

建
築

物
１

4
5

西
徳

寺
本

堂
東

京
都

台
東

区
S
5

国
際

通
り

沿
い

に
位

置
す

る
浄

土
真

宗
寺

院
の

本
堂

。
設

計
は

島
田

藤
（
し

ま
だ

ふ
じ

）
。

基
壇

上
に

東
面

し
て

建
つ

、
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

入
母

屋
造

り
本

瓦
葺

き
で

、
軒

廻
り

や
縁

高
欄

な
ど

斬
新

な
外

観
意

匠
の

震
災

復
興

本
堂

。
宗

教
建

築
物

２

4
6

宮
下

家
住

宅
主

屋
神

奈
川

県
横

浜
市

S
8
頃

／
S
中

期
増

築
、

R
5
改

修
国

道
一

六
号

沿
い

の
敷

地
に

東
面

し
て

建
つ

、
旧

別
荘

。
二

階
建

て
の

洋
館

と
平

屋
の

和
館

を
Ｌ

字
に

配
す

。
洋

館
は

エ
ン

タ
シ

ス
付

角
柱

を
飾

る
玄

関
廻

り
が

特
徴

的
。

根
岸

湾
の

近
代

別
荘

開
発

の
歴

史
を

伝
え

る
。

住
宅

建
築

物
２

千
葉

県
我

孫
子

市 東
京

都
文

京
区

山
形

県
鶴

岡
市

千
葉

県
市

川
市

千
葉

県
成

田
市

西
片

町
の

中
央

部
に

位
置

す
る

実
業

家
の

住
宅

。
主

屋
は

２
階

建
て

入
母

屋
造

り
の

東
西

棟
で

、
南

東
座

敷
は

残
月

床
風

の
構

え
な

ど
数

寄
屋

意
匠

と
し

た
上

質
な

和
風

住
宅

。
蔵

は
２

階
建

て
切

妻
造

り
妻

入
り

で
小

屋
組

は
桁

行
ト
ラ

ス
の

束
に

登
梁

を
架

け
る

。
表

門
及

び
塀

は
切

妻
造

り
平

入
り

で
上

部
に

桟
瓦

葺
き

屋
根

を
載

せ
て

二
重

に
み

せ
、

柱
に

は
出

節
丸

太
を

用
い

る
な

ど
上

質
。

塀
と

と
も

に
風

格
あ

る
表

構
え

を
つ

く
る

。

葛
飾

八
幡

宮
の

北
東

に
位

置
す

る
和

風
住

宅
の

主
屋

と
稲

荷
社

。
主

屋
は

座
敷

は
床

廻
り

に
紫

檀
（
し

た
ん

）
や

赤
松

な
ど

用
い

、
琵

琶
床

（
び

わ
ど

こ
）
と

付
書

院
を

備
え

る
な

ど
、

凝
っ

た
意

匠
の

近
代

和
風

住
宅

。
稲

荷
社

は
一

間
社

流
造

り
銅

板
葺

き
で

正
面

に
千

鳥
破

風
を

飾
る

。
小

規
模

な
が

ら
、

精
緻

な
つ

く
り

。

鶴
ヶ

岡
城

跡
西

方
に

あ
り

、
絹

織
物

の
洗

浄
・
染

色
・
乾

燥
な

ど
を

お
こ

な
う

工
場

。
敷

地
北

東
の

事
務

所
の

南
側

に
仕

立
棟

が
位

置
し

、
西

に
精

練
棟

、
染

色
棟

、
第

一
仕

上
棟

、
第

二
仕

上
棟

を
並

べ
、

南
西

に
検

査
棟

と
土

蔵
を

配
す

。
二

階
建

の
事

務
所

は
北

に
玄

関
を

付
し

、
南

に
平

屋
建

て
の

仕
立

棟
を

接
続

。
仕

立
棟

に
は

反
物

を
木

枠
に

巻
取

り
、

精
練

用
に

仕
立

て
る

1
4
0
畳

の
準

備
室

を
配

す
。

精
練

棟
は

絹
織

物
を

水
槽

で
煮

て
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

の
不

純
物

を
除

去
す

る
作

業
棟

。
内

部
は

土
間

で
、

生
地

を
水

槽
に

移
動

す
る

レ
ー

ル
を

ク
イ

ー
ン

ポ
ス

ト
・
ト
ラ

ス
下

に
設

え
る

。
工

場
の

中
核

を
な

す
施

設
の

一
つ

。
染

色
棟

は
精

練
後

の
生

地
を

染
め

る
作

業
棟

。
旧

染
色

室
と

旧
汽

罐
室

（
き

か
ん

し
つ

）
を

一
体

で
使

用
し

、
各

棟
内

部
は

一
室

の
土

間
。

蒸
気

の
排

気
の

た
め

、
棟

中
央

に
そ

れ
ぞ

れ
越

屋
根

を
設

け
る

。
第

一
仕

上
棟

は
精

練
・
染

色
後

に
す

す
ぎ

・
脱

水
・
乾

燥
の

仕
上

工
程

を
担

う
。

棟
に

設
け

た
採

光
・
換

気
用

の
越

屋
根

が
工

場
景

観
を

つ
く

る
。

第
二

仕
上

棟
は

乾
燥

収
縮

し
た

生
地

を
整

え
る

作
業

棟
。

桁
行

長
大

で
工

場
中

央
部

の
景

観
を

形
成

す
る

。
検

査
棟

は
生

地
を

目
視

検
査

し
た

後
、

出
荷

用
に

分
割

す
る

作
業

棟
。

簡
素

な
つ

く
り

な
が

ら
昭

和
戦

前
の

精
練

の
様

相
を

伝
え

る
。

土
蔵

は
製

品
保

管
用

の
蔵

。
戸

口
に

掛
子

塗
扉

を
吊

る
重

厚
な

つ
く

り
の

土
蔵

。
鶴

岡
の

近
代

化
を

伝
え

る
現

役
の

工
場

施
設

。

旧
下

総
御

料
牧

場
内

に
位

置
す

る
貴

賓
館

と
防

空
壕

。
貴

賓
館

は
北

に
洋

間
の

ホ
ー

ル
を

配
し

、
上

下
窓

を
開

け
、

外
壁

下
見

板
張

に
屋

根
茅

葺
と

す
る

独
特

な
外

観
。

防
空

壕
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

、
壁

厚
７

０
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
主

室
を

配
し

、
戦

時
下

の
緊

張
を

伝
え

る
堅

固
な

防
空

施
設

。

利
根

川
西

岸
の

堤
防

沿
い

に
位

置
す

る
旧

家
の

屋
敷

。
主

屋
の

周
囲

に
建

つ
、

離
れ

座
敷

、
北

土
蔵

、
釜

場
、

正
門

、
稲

荷
社

か
ら

な
る

。
主

屋
は

各
階

続
き

の
座

敷
を

配
し

て
南

庭
を

望
み

、
二

階
西

室
の

床
は

床
框

（
と

こ
か

ま
ち

）
に

唐
木

を
用

い
る

な
ど

凝
っ

た
つ

く
り

。
離

れ
座

敷
は

二
室

続
き

の
座

敷
と

し
、

鶴
・
亀

の
釘

隠
や

室
境

に
飾

る
波

と
水

鳥
の

透
彫

り
欄

間
な

ど
華

や
か

な
つ

く
り

。
北

土
蔵

は
家

財
蔵

で
掛

子
塗

扉
な

ど
上

質
な

仕
上

と
す

る
土

蔵
。

釜
場

は
平

屋
建

て
切

妻
造

り
鉄

板
葺

き
の

東
西

棟
で

、
棟

中
央

に
煙

出
し

を
設

け
る

。
別

棟
の

釜
場

と
し

て
貴

重
。

正
門

は
一

間
薬

医
門

で
、

両
脇

に
桟

瓦
葺

板
塀

を
付

す
。

大
棟

や
降

棟
を

高
く

積
み

、
影

盛
と

し
た

豪
壮

な
外

観
が

旧
家

の
風

格
あ

る
表

構
え

を
つ

く
る

。
稲

荷
社

は
一

間
社

流
造

り
銅

板
葺

き
。

装
飾

抑
え

つ
つ

丁
寧

な
つ

く
り

。
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

4
7

北
條

鉄
工

事
務

所
S
3
7

産
業

2
次

建
築

物
１

4
8

北
條

鉄
工

原
寸

工
場

（
げ

ん
す

ん
こ

う
じ

ょ
う

）
S
3
7

産
業

2
次

建
築

物
２

4
9

北
條

鉄
工

旧
シ

ャ
ー

リ
ン

グ
・
製

缶
（
せ

い
か

ん
）
及

び
ロ

ー
ル

工
場

S
3
7

産
業

2
次

建
築

物
１

5
0

北
條

鉄
工

ク
レ

ー
ン

ヤ
ー

ド
S
4
3

産
業

2
次

建
築

物
１

5
1

北
條

鉄
工

材
料

置
場

S
4
6

産
業

2
次

建
築

物
１

5
2

穴
澤

家
住

宅
座

敷
蔵

神
奈

川
県

横
須

賀
市

T
5
／

S
6
3
頃

・
H

2
7

改
修

浦
賀

港
西

岸
に

位
置

す
る

旧
商

家
の

座
敷

蔵
。

木
骨

石
造

二
階

建
て

切
妻

造
り

平
入

り
で

正
面

全
幅

に
深

い
下

屋
を

張
出

す
。

二
階

座
敷

は
吟

味
し

た
良

材
で

造
作

し
、

近
代

浦
賀

の
繁

栄
を

物
語

る
貴

重
な

座
敷

蔵
。

住
宅

建
築

物
１

5
3

旧
割

烹
有

明
表

棟
M

4
3
／

S
3
3
増

築
、

同
4
0
代

改
修

産
業

3
次

建
築

物
２

5
4

旧
割

烹
有

明
中

棟
T

1
3
／

S
3
3
増

築
、

R
4
改

修
産

業
3
次

建
築

物
２

5
5

旧
割

烹
有

明
奥

棟
S
3
／

S
3
3
・
同

4
0

代
・
R
3
改

修
産

業
3
次

建
築

物
２

5
6

川
俣

家
住

宅
（
旧

渋
谷

家
住

宅
）
長

屋
門

新
潟

県
三

条
市

天
保

9
(1

8
3
8
)／

S
5
5
移

築
旧

本
陣

の
長

屋
門

。
通

り
に

南
面

し
て

建
つ

切
妻

造
り

平
入

り
桟

瓦
葺

き
で

、
軒

を
せ

が
い

造
と

し
、

門
口

に
ケ

ヤ
キ

の
一

枚
板

の
板

扉
を

吊
る

な
ど

、
間

口
長

大
で

豪
壮

な
構

え
の

長
屋

門
。

住
宅

建
築

物
２

5
7

渡
部

家
住

宅
主

屋
嘉

永
3
(1

8
5
0
)／

S
後

期
改

修
住

宅
建

築
物

２

5
8

渡
部

家
住

宅
納

屋
T

1
0

住
宅

建
築

物
１

5
9

旧
坪

岩
崎

鰤
大

敷
網

倉
庫

富
山

県
氷

見
市

M
4
3
／

H
8
改

修
女

良
（
め

ら
）
漁

港
に

南
面

し
て

建
つ

、
鰤

（
ぶ

り
）
の

定
置

網
用

倉
庫

。
鰤

形
を

象
る

雪
割

瓦
が

特
徴

的
で

大
敷

網
（
お

お
し

き
あ

み
）
で

繁
栄

し
た

氷
見

鰤
漁

を
象

徴
す

る
。

産
業

1
次

建
築

物
１

6
0

山
崎

家
住

宅
主

屋
M

2
0
 ／

S
2
8
頃

・
同

3
5
頃

改
修

住
宅

建
築

物
２

6
1

山
崎

家
住

宅
土

蔵
M

2
1

住
宅

建
築

物
１

6
2

西
野

百
助

家
住

宅
主

屋
S
2

住
宅

建
築

物
２

6
3

西
野

百
助

家
住

宅
北

土
蔵

S
2

住
宅

建
築

物
１

6
4

西
野

百
助

家
住

宅
南

土
蔵

S
2

住
宅

建
築

物
１

6
5

西
野

百
助

家
住

宅
離

れ
S
2

住
宅

建
築

物
２

6
6

西
野

百
助

家
住

宅
庭

門
及

び
南

塀
S
2
頃

住
宅

工
作

物
１

6
7

西
野

百
助

家
住

宅
北

門
及

び
北

塀
S
2
頃

住
宅

工
作

物
１

6
8

赤
井

家
住

宅
主

屋
M

2
8

住
宅

建
築

物
２

6
9

赤
井

家
住

宅
病

室
棟

（
旧

診
療

所
）

S
1
2

文
化

福
祉

建
築

物
１

7
0

赤
井

家
住

宅
新

診
療

所
S
2
9

文
化

福
祉

建
築

物
１

7
1

赤
井

家
住

宅
物

置
S
1
8

住
宅

建
築

物
１

7
2

旧
犬

飼
呉

服
店

店
舗

兼
主

屋
S
前

期
／

R
5
改

修
産

業
3
次

建
築

物
１

7
3

旧
犬

飼
呉

服
店

土
蔵

M
6

産
業

3
次

建
築

物
１

松
本

城
南

東
、

善
光

寺
街

道
の

角
地

に
建

つ
旧

呉
服

店
の

店
舗

兼
主

屋
と

土
蔵

。
店

舗
兼

主
屋

は
土

蔵
造

二
階

建
て

の
町

家
で

、
正

面
は

モ
ル

タ
ル

洗
出

仕
上

に
目

地
を

入
れ

石
造

風
と

し
た

外
観

。
街

路
景

観
の

近
代

化
を

物
語

る
。

土
蔵

は
家

財
蔵

で
重

厚
か

つ
均

整
の

と
れ

た
外

観
で

屋
敷

構
え

を
整

え
る

。

古
町

の
旧

料
亭

。
表

棟
は

二
階

の
南

面
側

に
四

室
の

続
き

間
を

配
し

、
各

室
に

は
床

と
棚

を
設

え
、

室
境

に
千

鳥
な

ど
の

透
し

彫
の

板
欄

間
を

飾
る

。
中

庭
を

挟
ん

で
位

置
す

る
中

棟
は

、
二

階
の

1
8
畳

の
客

間
床

柱
に

大
径

の
瘤

付
丸

太
を

用
い

る
な

ど
大

正
の

豪
気

な
気

風
を

伝
え

る
。

奥
棟

は
二

階
に

床
構

え
付

き
座

敷
を

三
室

配
し

、
床

柱
に

銘
木

を
用

い
た

華
や

か
な

料
亭

建
築

。

会
津

街
道

沿
い

の
集

落
に

位
置

す
る

旧
本

陣
。

主
屋

は
南

面
中

央
に

一
二

畳
半

の
式

台
付

き
玄

関
、

東
に

続
き

座
敷

を
設

け
る

。
式

台
構

え
や

上
質

な
座

敷
な

ど
江

戸
末

期
の

本
陣

の
風

格
を

伝
え

る
。

納
屋

は
旧

街
道

沿
い

の
小

高
い

場
所

に
建

ち
、

主
屋

と
と

も
に

地
域

の
歴

史
的

な
景

観
を

構
成

す
る

。

市
街

地
南

東
の

山
間

に
位

置
す

る
農

家
の

屋
敷

。
主

屋
は

1
8
畳

の
広

間
は

成
の

高
い

差
鴨

居
を

四
周

に
廻

し
、

上
部

に
井

桁
状

に
組

ん
だ

梁
組

を
現

す
。

豪
壮

な
つ

く
り

。
主

屋
の

南
に

位
置

す
る

土
蔵

は
米

蔵
兼

家
財

蔵
。

妻
に

家
紋

等
を

付
し

た
重

厚
な

外
観

で
、

旧
家

の
屋

敷
構

を
構

成
す

る
。

映
画

「
お

お
か

み
こ

ど
も

の
雨

と
雪

」
の

舞
台

モ
デ

ル
に

な
っ

た
住

宅
。

越
前

和
紙

産
地

の
旧

今
立

町
に

位
置

す
る

製
紙

業
者

の
屋

敷
。

主
屋

と
背

後
の

北
土

蔵
、

南
土

蔵
、

離
れ

、
敷

地
周

囲
を

囲
む

、
庭

門
及

び
南

塀
、

北
門

及
び

北
塀

か
ら

な
る

。
主

屋
は

通
り

か
ら

引
込

み
東

面
し

て
建

つ
大

規
模

な
二

階
建

て
。

軸
部

は
ス

ギ
の

良
材

を
用

い
て

透
漆

塗
と

し
、

材
料

か
ら

仕
上

ま
で

吟
味

し
た

良
質

な
住

宅
。

北
土

蔵
と

そ
の

南
に

接
続

す
る

南
土

蔵
は

亀
甲

積
み

石
垣

上
に

建
つ

家
財

蔵
。

各
階

板
敷

で
小

屋
組

は
和

小
屋

。
敷

地
外

郭
を

形
成

す
る

土
蔵

。
離

れ
は

入
母

屋
造

り
桟

瓦
葺

き
の

東
西

棟
で

、
東

・
南

面
に

下
屋

を
付

す
。

長
押

・
竿

・
天

井
板

・
床

柱
な

ど
素

木
、

軸
部

は
透

き
漆

塗
り

、
天

井
廻

縁
は

黒
漆

塗
り

と
し

て
塗

り
分

け
た

上
質

な
離

れ
。

通
り

に
東

面
す

る
庭

門
は

一
間

の
腕

木
門

。
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
で

大
棟

を
高

く
積

む
。

南
塀

は
総

延
長

６
１

メ
ー

ト
ル

の
塀

。
東

面
し

て
建

つ
北

門
は

一
間

の
腕

木
門

で
、

門
口

に
引

違
板

戸
を

建
て

る
。

北
塀

は
総

延
長

４
５

メ
ー

ト
ル

の
板

塀
で

、
大

規
模

な
屋

敷
の

歴
史

的
景

観
を

つ
く

る
。

九
頭

竜
川

の
中

流
域

に
位

置
す

る
大

庄
屋

を
務

め
た

旧
家

の
屋

敷
。

主
屋

、
病

室
棟

（
旧

診
療

所
）
、

新
診

療
所

、
物

置
か

ら
な

る
。

主
屋

は
広

大
な

敷
地

中
央

に
南

面
し

て
建

つ
二

階
建

て
切

妻
造

り
妻

入
り

桟
瓦

葺
き

で
、

東
に

角
屋

を
延

ば
す

。
束

と
貫

を
整

然
と

組
ん

だ
妻

面
を

み
せ

、
大

規
模

で
風

格
備

え
た

民
家

。
病

室
棟

は
内

・
外

科
医

院
の

旧
診

療
所

で
外

壁
下

見
板

張
り

と
し

、
洋

風
意

匠
の

外
観

が
地

域
医

療
の

歴
史

を
伝

え
る

。
新

診
療

所
は

天
井

高
と

同
高

の
軒

を
廻

ら
し

、
縦

長
窓

を
並

べ
る

モ
ダ

ン
な

外
観

の
診

療
所

。
主

屋
の

南
東

に
位

置
す

る
物

置
は

一
階

は
土

間
で

車
庫

と
物

置
。

二
階

は
一

室
の

板
敷

で
物

置
と

し
、

南
西

隅
に

荷
揚

口
を

開
け

る
。

旧
家

の
日

常
生

活
を

伝
え

、
屋

敷
南

東
の

歴
史

的
景

観
を

形
成

。

新
潟

県
東

蒲
原

郡
阿

賀
町

（
あ

が
ま

ち
）

富
山

県
中

新
川

郡
上

市
町

（
か

み
い

ち
ま

ち
）

福
井

県
越

前
市

福
井

県
吉

田
郡

永
平

寺
町

長
野

県
松

本
市

新
潟

県
新

潟
市

神
奈

川
県

川
崎

市
京

浜
工

業
地

帯
の

一
角

に
建

つ
鉄

工
所

。
事

務
所

は
一

階
は

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

、
二

・
三

階
は

鉄
骨

造
。

躯
体

は
鋼

材
を

自
在

に
組

合
せ

、
外

壁
は

モ
ル

タ
ル

洗
出

仕
上

と
す

る
。

原
寸

工
場

は
桁

行
三

五
メ

ー
ト
ル

の
鉄

骨
造

三
階

建
で

、
二

・
三

階
に

チ
ョ
ー

ク
な

ど
で

描
く

原
寸

図
用

の
床

が
残

り
、

昭
和

期
の

鉄
骨

製
図

を
今

に
伝

え
る

。
旧

シ
ャ

ー
リ
ン

グ
・
製

缶
及

び
ロ

ー
ル

工
場

は
、

か
つ

て
南

半
西

が
鉄

板
を

切
断

す
る

シ
ャ

ー
リ
ン

グ
工

場
、

東
が

溶
接

を
行

う
製

缶
工

場
、

北
半

が
曲

げ
加

工
を

す
る

ロ
ー

ル
工

場
と

し
、

現
在

は
一

体
的

に
鉄

骨
加

工
場

と
し

て
使

用
。

巨
大

な
両

開
扉

を
吊

る
大

規
模

工
場

。
ク

レ
ー

ン
ヤ

ー
ド

は
大

空
間

の
内

部
に

天
井

走
行

ク
レ

ー
ン

を
三

列
収

容
す

る
。

工
場

景
観

の
要

を
な

す
地

域
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

。
材

料
置

場
は

ビ
ル

ト
Ｈ

形
鋼

と
高

力
ボ

ル
ト
接

合
が

作
り

出
す

大
空

間
で

、
西

妻
面

か
ら

天
井

走
行

ク
レ

ー
ン

の
桁

を
張

り
出

す
独

特
の

外
観

。
高

度
経

済
成

長
期

の
川

崎
の

繁
栄

を
伝

え
る

現
役

の
工

場
施

設
。

6



名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

7
4

旧
横

内
医

院
長

野
県

松
本

市
S
7
／

S
4
0
代

増
築

上
高

地
線

大
庭

（
お

お
に

わ
）
駅

の
南

方
に

位
置

す
る

医
院

兼
主

屋
。

正
面

は
円

柱
を

立
て

、
起

り
付

き
入

母
屋

造
り

の
玄

関
ポ

ー
チ

を
付

し
、

外
壁

モ
ル

タ
ル

塗
洗

出
仕

上
、

腰
は

石
張

風
と

す
る

洋
風

医
院

で
、

地
域

医
療

の
歴

史
を

伝
え

る
。

文
化

福
祉

建
築

物
２

7
5

宮
海

道
堰

堤
長

野
県

松
本

市
S
1
4

松
本

市
街

を
東

西
に

貫
流

す
る

犀
川

（
さ

い
か

わ
）
水

系
薄

川
（
す

す
き

が
わ

）
上

流
の

狭
窄

部
に

築
い

た
県

営
の

砂
防

施
設

。
半

径
3
0
メ

ー
ト
ル

の
円

ア
ー

チ
形

を
し

た
堤

高
1
5
メ

ー
ト
ル

の
ア

ー
チ

式
堰

堤
。

我
が

国
最

初
期

ア
ー

チ
式

砂
防

堰
堤

で
貴

重
。

治
山

治
水

土
木

２

7
6

旧
櫻

井
家

住
宅

店
舗

兼
主

屋
M

2
6
頃

／
S
前

期
・

同
後

期
・
H

2
・
同

3
0

改
修

住
宅

建
築

物
２

7
7

旧
櫻

井
家

住
宅

土
蔵

M
1
2
／

S
後

期
改

修
住

宅
建

築
物

１

7
8

中
村

家
住

宅
主

屋
E
末

期
／

M
前

期
・

H
4
改

修
住

宅
建

築
物

１

7
9

中
村

家
住

宅
土

蔵
M

3
6
／

S
1
4
頃

・
同

中
期

改
修

住
宅

建
築

物
１

8
0

寿
美

吉
旅

館
主

屋
（
旧

住
質

店
店

舗
兼

主
屋

）
T

1
2
／

S
前

期
改

修
産

業
3
次

建
築

物
２

8
1

寿
美

吉
旅

館
厨

房
棟

（
旧

住
質

店
味

噌
蔵

）
T

後
期

／
S
前

期
・

同
2
5
改

修
産

業
3
次

建
築

物
１

8
2

寿
美

吉
旅

館
土

蔵
（
旧

住
質

店
質

蔵
）

T
1
2
／

S
前

期
改

修
産

業
3
次

建
築

物
１

8
3

旧
鈴

木
家

住
宅

弓
道

場
矢

場
S
6
頃

／
R
5
改

修
住

宅
建

築
物

２

8
4

旧
鈴

木
家

住
宅

弓
道

場
的

場
S
6

住
宅

建
築

物
２

8
5

旧
永

田
家

住
宅

（
高

野
屋

）
主

屋
M

中
期

／
H

１
０

代
改

修
住

宅
建

築
物

１

8
6

旧
永

田
家

住
宅

（
高

野
屋

）
蔵

M
中

期
／

H
１

０
代

改
修

住
宅

建
築

物
１

8
7

旧
永

田
家

住
宅

（
高

野
屋

）
長

屋
門

M
中

期
／

H
１

０
代

改
修

住
宅

建
築

物
１

8
8

旧
永

田
家

住
宅

（
高

野
屋

）
石

垣
及

び
石

塀
M

中
期

住
宅

工
作

物
１

8
9

旧
国

鉄
名

松
線

伊
勢

奥
津

駅
給

水
塔

三
重

県
津

市
S
1
0

ＪＲ
伊

勢
奥

津
駅

に
あ

る
蒸

気
機

関
車

用
の

給
水

施
設

。
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

で
角

柱
4
本

の
腰

と
頂

部
を

ハ
ン

チ
付

梁
で

繋
ぎ

、
上

部
に

円
形

鉄
製

貯
水

槽
を

載
せ

る
。

蒸
気

機
関

車
の

時
代

を
彷

彿
と

さ
せ

、
地

域
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

と
な

る
旧

給
水

塔
。

交
通

工
作

物
１

9
0

数
馬

（
か

ず
ま

）
茶

屋
三

重
県

伊
賀

市
S
4
／

S
3
6
移

築
伊

賀
越

仇
討

で
知

ら
れ

る
鍵

屋
の

辻
の

南
側

、
公

園
内

に
東

面
し

て
建

つ
昭

和
4
年

建
築

の
休

憩
施

設
。

土
間

廻
り

は
柱

や
天

井
材

に
古

材
を

用
い

て
古

風
に

み
せ

る
。

仇
討

で
待

伏
し

た
茶

屋
を

再
現

し
た

記
念

碑
的

な
施

設
。

産
業

3
次

建
築

物
１

9
1

戸
田

家
住

宅
（
旧

服
部

家
住

宅
）
主

屋
S
1
3
／

S
4
0
代

改
修

近
鉄

北
田

辺
駅

南
西

に
位

置
し

、
旧

材
木

商
が

建
て

た
大

塀
造

（
だ

い
べ

い
づ

く
）
り

の
住

宅
主

屋
。

床
柱

に
ス

ギ
の

絞
丸

太
な

ど
良

材
を

用
い

、
材

木
商

ら
し

い
上

質
な

つ
く

り
。

住
宅

建
築

物
２

9
2

サ
ン

ト
リ
ー

天
満

寮
（
旧

久
徳

家
住

宅
）
主

屋
S
1
4
／

S
中

期
・
R
6

改
修

住
宅

建
築

物
２

9
3

サ
ン

ト
リ
ー

天
満

寮
（
旧

久
徳

家
住

宅
）
門

及
び

塀
S
1
4
頃

住
宅

建
築

物
１

9
4

後
藤

家
住

宅
三

階
蔵

M
4
4
／

S
3
2
移

築
大

阪
谷

町
筋

で
洋

服
製

造
販

売
及

び
卸

売
を

営
ん

だ
商

家
の

商
品

蔵
兼

家
財

蔵
。

建
ち

の
低

い
三

階
建

の
土

蔵
で

、
各

階
窓

に
漆

喰
塗

込
の

庇
を

付
す

。
大

阪
の

服
飾

業
の

発
展

を
伝

え
る

貴
重

な
三

階
建

土
蔵

。
産

業
3
次

建
築

物
１

9
5

雲
松

寺
本

堂
宝

暦
元

(1
7
5
1
)／

E
後

期
・
T

1
4
改

修
宗

教
建

築
物

２

9
6

雲
松

寺
玄

関
及

び
庫

裏
S
5
頃

宗
教

建
築

物
２

9
7

雲
松

寺
山

王
堂

S
6

宗
教

建
築

物
１

9
8

雲
松

寺
山

門
及

び
袖

塀
E
中

期
／

T
４

移
築

宗
教

工
作

物
１

伊
豆

半
島

南
端

の
山

間
に

所
在

す
る

旧
家

の
屋

敷
。

主
屋

、
蔵

、
長

屋
門

と
、

周
囲

を
廻

る
石

垣
及

び
石

塀
か

ら
な

る
。

主
屋

は
平

屋
建

て
の

四
方

に
下

屋
を

廻
ら

し
外

壁
全

面
を

海
鼠

壁
、

軒
を

漆
喰

塗
込

と
す

る
。

蔵
は

主
屋

の
西

に
建

つ
米

蔵
兼

家
財

蔵
。

伊
豆

石
の

切
石

積
基

礎
上

に
建

ち
、

破
風

を
含

め
た

外
壁

の
み

な
ら

ず
蔵

前
内

部
ま

で
海

鼠
壁

と
す

る
重

厚
な

つ
く

り
。

長
屋

門
は

中
央

を
石

敷
通

路
と

し
て

門
口

を
開

き
、

南
北

に
部

屋
を

設
け

る
。

通
路

南
側

の
小

部
屋

は
も

と
牛

小
屋

と
伝

わ
る

。
敷

地
外

周
を

囲
繞

し
、

長
屋

門
に

取
付

く
石

垣
及

び
石

塀
と

、
敷

地
正

面
と

長
屋

門
脇

の
石

塀
及

び
石

段
。

伊
豆

石
を

用
い

、
地

域
色

豊
か

で
旧

家
の

風
格

あ
る

屋
敷

構
え

を
つ

く
る

。

糸
魚

川
街

道
に

北
面

し
て

建
つ

旧
塩

問
屋

の
店

舗
兼

主
屋

と
土

蔵
。

店
舗

兼
主

屋
は

妻
面

を
柱

形
を

現
し

て
漆

喰
で

塗
込

め
、

明
治

2
2
年

大
火

後
の

復
興

を
伝

え
る

町
家

。
主

屋
の

背
後

に
位

置
す

る
土

蔵
は

家
財

蔵
。

軸
部

木
太

く
、

明
治

2
2
年

大
火

前
に

遡
る

貴
重

な
土

蔵
。

ＪＲ
南

小
谷

駅
北

東
の

高
台

に
西

面
し

て
建

つ
農

家
の

主
屋

と
土

蔵
。

主
屋

は
桁

行
一

一
間

、
梁

間
五

間
、

寄
棟

造
茅

葺
(鉄

板
仮

葺
)で

棟
に

越
屋

根
を

設
け

る
。

高
台

に
建

つ
姿

が
地

域
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

的
存

在
。

土
蔵

は
外

壁
は

石
造

風
目

地
を

入
れ

た
モ

ル
タ

ル
塗

仕
上

で
、

腰
下

見
板

張
と

し
、

二
階

正
面

に
掛

子
塗

扉
を

吊
る

。
主

屋
と

と
も

に
集

落
の

歴
史

的
景

観
を

形
成

。

宮
川

西
岸

に
位

置
す

る
旅

館
で

旧
質

店
。

通
り

に
面

し
て

建
つ

主
屋

、
厨

房
棟

、
土

蔵
か

ら
な

る
。

主
屋

は
旧

店
舗

兼
主

屋
で

、
一

階
正

面
の

出
格

子
は

、
上

部
を

長
方

形
、

下
部

を
正

方
形

に
組

む
高

山
に

特
徴

的
な

縦
格

子
を

用
い

る
。

内
部

は
玄

関
上

部
吹

抜
の

整
然

と
し

た
梁

組
に

見
応

え
が

あ
る

。
厨

房
棟

は
旧

味
噌

蔵
。

内
部

一
階

は
厨

房
で

二
階

は
納

戸
と

し
小

屋
組

は
登

梁
形

式
。

正
面

を
格

子
構

え
と

し
主

屋
と

と
も

に
通

り
の

景
観

に
寄

与
す

る
。

土
蔵

は
旧

質
蔵

。
北

面
に

主
屋

室
内

に
向

け
て

両
開

の
掛

子
塗

扉
を

吊
る

。
要

所
を

黒
漆

喰
で

装
飾

し
、

高
い

左
官

技
術

を
見

せ
る

。

旧
家

の
屋

敷
に

由
来

す
る

公
園

内
に

残
る

弓
道

場
の

矢
場

と
的

場
。

矢
場

は
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
の

東
西

棟
。

内
部

は
天

井
を

高
く

張
っ

た
射

場
（
い

ば
）
を

中
心

に
、

南
・
東

を
畳

敷
の

小
上

が
り

と
し

、
控

席
、

審
判

席
を

配
す

。
的

場
は

射
場

と
相

対
し

矢
道

を
介

し
南

面
し

て
建

つ
。

簡
素

な
が

ら
も

太
い

桁
な

ど
力

強
い

つ
く

り
で

、
矢

場
と

呼
応

し
戦

前
の

弓
道

の
隆

盛
を

伝
え

る
。

大
阪

府
大

阪
市

兵
庫

県
姫

路
市

長
野

県
北

安
曇

郡
小

谷
村

岐
阜

県
高

山
市

静
岡

県
浜

松
市

静
岡

県
賀

茂
郡

南
伊

豆
町

長
野

県
大

町
市

大
阪

天
満

宮
境

内
北

側
に

位
置

す
る

大
塀

造
り

の
住

宅
主

屋
と

門
及

び
塀

。
主

屋
は

各
階

南
側

に
座

敷
を

設
け

、
二

階
座

敷
は

高
欄

付
き

の
南

縁
を

介
し

て
天

満
宮

を
望

む
良

質
な

和
風

住
宅

。
主

屋
の

南
に

建
つ

門
と

そ
の

両
脇

に
続

く
塀

は
大

塀
造

町
家

の
正

面
を

整
え

る
瀟

洒
な

つ
く

り
。

姫
路

城
北

方
に

あ
る

黄
檗

宗
寺

院
。

境
内

中
央

の
本

堂
の

東
に

玄
関

及
び

庫
裏

、
南

東
に

山
王

堂
を

配
し

、
境

内
入

口
に

山
門

及
び

袖
塀

を
建

て
る

。
本

堂
は

基
壇

上
に

南
面

し
て

建
つ

入
母

屋
造

り
本

瓦
葺

き
で

、
四

周
に

裳
階

（
も

こ
し

）
を

付
し

、
大

棟
に

宝
珠

（
ほ

う
じ

ゅ
）
を

飾
る

。
播

磨
地

方
の

黄
檗

宗
寺

院
に

お
け

る
代

表
的

な
建

築
の

ひ
と

つ
。

玄
関

は
正

面
に

唐
破

風
屋

根
の

式
台

を
付

し
、

庫
裏

は
室

境
に

雁
（
が

ん
）
・
松

・
竹

・
梅

の
襖

絵
を

建
て

る
瀟

洒
な

つ
く

り
。

山
王

堂
は

山
王

権
現

を
祀

る
小

堂
。

内
部

は
内

・
外

陣
と

し
内

陣
背

面
中

央
の

仏
壇

上
に

宮
殿

を
配

す
。

正
面

に
ガ

ラ
ス

戸
を

建
て

た
近

代
ら

し
い

仏
堂

。
山

門
は

境
内

入
口

に
東

面
し

て
建

つ
一

間
一

戸
の

鐘
楼

門
。

南
北

に
土

塀
が

続
く

。
山

門
下

層
は

四
隅

に
角

柱
と

円
柱

を
一

対
で

立
て

る
特

異
な

形
式

。
凝

っ
た

つ
く

り
の

山
門

で
境

内
の

表
構

え
を

整
え

る
。
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

9
9

池
浦

家
住

宅
主

屋
S
8
／

H
7
・
同

2
9
改

修
住

宅
建

築
物

２

1
0
0

池
浦

家
住

宅
表

門
S
8
頃

／
H

2
9
改

修
住

宅
建

築
物

１

1
0
1

牛
谷

家
住

宅
主

屋
奈

良
県

宇
陀

市
S
4
3

近
鉄

榛
原

駅
北

方
に

建
つ

郊
外

住
宅

。
設

計
は

坂
倉

準
三

建
築

研
究

所
。

一
階

は
各

部
屋

を
時

計
回

り
に

連
続

し
て

並
べ

、
二

階
上

部
に

は
放

射
状

に
配

っ
た

垂
木

を
現

す
。

屋
根

窓
付

き
の

軒
深

い
大

屋
根

が
印

象
的

な
住

宅
。

住
宅

建
築

物
２

1
0
2

宮
田

家
住

宅
主

屋
和

歌
山

県
和

歌
山

市
寛

政
8
(1

7
9
6
)／

M
中

期
増

築
、

S
3
0
代

改
修

紀
三

井
寺

南
方

に
位

置
す

る
か

つ
て

の
米

穀
商

の
主

屋
。

角
地

に
建

つ
、

つ
し

二
階

建
て

の
本

瓦
葺

き
で

正
側

面
に

下
屋

を
付

す
。

格
子

構
え

の
建

ち
の

低
い

妻
入

町
家

が
街

道
沿

い
の

景
観

を
つ

く
る

。
住

宅
建

築
物

１

1
0
3

法
然

寺
本

堂
和

歌
山

県
海

南
市

M
9
／

H
2
9
改

修
貴

志
川

（
き

し
が

わ
）
西

岸
の

高
台

に
位

置
す

る
浄

土
宗

寺
院

本
堂

。
正

面
を

吹
放

ち
の

広
縁

と
し

、
一

間
向

拝
を

付
す

。
内

・
外

陣
境

の
虹

梁
上

に
、

躍
動

的
な

龍
の

彫
刻

を
横

溢
さ

せ
た

華
や

か
な

本
堂

。
宗

教
建

築
物

２

1
0
4

旧
羽

根
学

園
熊

野
高

等
経

理
学

校
校

舎
和

歌
山

県
新

宮
市

S
1
2
／

S
4
0
増

築
新

宮
城

跡
の

南
に

位
置

す
る

旧
経

理
学

校
校

舎
。

木
造

２
階

建
て

で
玄

関
ポ

ー
チ

を
付

し
、

外
壁

は
下

見
板

張
り

。
玄

関
ポ

ー
チ

に
四

つ
玉

算
盤

の
欄

間
を

掲
げ

、
開

学
時

の
息

吹
を

伝
え

る
洋

風
校

舎
。

学
校

建
築

物
１

1
0
5

北
田

家
住

宅
離

れ
座

敷
M

後
期

住
宅

建
築

物
２

1
0
6

北
田

家
住

宅
土

蔵
M

後
期

住
宅

建
築

物
１

1
0
7

淨
願

寺
本

堂
天

明
4
(1

7
8
4
)／

M
前

期
増

築
、

S
5
4
改

修

宗
教

建
築

物
１

1
0
8

淨
願

寺
庫

裏
E
後

期
／

H
2
9
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
0
9

淨
願

寺
宝

蔵
T

2
／

S
5
4
移

築
宗

教
建

築
物

１

1
1
0

淨
願

寺
鐘

楼
E
後

期
宗

教
工

作
物

１

1
1
1

淨
願

寺
手

水
舎

（
ち

ょ
う

ず
や

）
E
後

期
／

S
5
4
移

築
宗

教
工

作
物

１

1
1
2

淨
願

寺
山

門
E
後

期
宗

教
工

作
物

１

1
1
3

光
臺

院
多

宝
塔

T
6

宗
教

建
築

物
２

1
1
4

光
臺

院
経

蔵
S
2

宗
教

建
築

物
２

1
1
5

密
厳

院
苅

萱
（
か

る
か

や
）
堂

和
歌

山
県

伊
都

郡
高

野
町

S
元

頃
金

剛
峯

寺
の

東
方

に
所

在
す

る
仏

堂
。

内
部

は
西

に
引

導
（
い

ん
ど

う
）
地

蔵
の

内
陣

、
東

に
親

子
地

蔵
の

内
陣

を
配

し
、

両
内

陣
を

結
ぶ

南
側

通
路

は
苅

萱
（
か

る
か

や
）
親

子
の

悲
話

の
絵

解
き

場
。

街
路

沿
い

に
建

ち
地

域
の

歴
史

的
な

景
観

を
形

成
。

宗
教

建
築

物
１

1
1
6

井
澗

（
い

た
に

）
家

住
宅

線
香

水
車

小
屋

和
歌

山
県

西
牟

婁
郡

す
さ

み
町

T
後

期
／

S
1
6
増

築
、

同
5
0
頃

改
修

太
間

川
・
熊

野
古

道
大

辺
路

（
お

お
へ

ち
）
沿

い
に

位
置

す
る

、
線

香
材

料
の

杉
葉

等
を

製
粉

す
る

水
車

小
屋

。
中

央
に

大
型

水
車

を
設

置
し

、
左

右
の

作
業

場
に

計
1
6
挺

の
石

臼
を

据
え

る
。

紀
伊

半
島

の
線

香
製

造
業

を
伝

え
、

貴
重

。
産

業
2
次

建
築

物
３

1
1
7

岡
山

県
庁

本
庁

舎
本

館
S
3
2
／

S
3
9
・
同

4
3

増
築

、
H

8
・
R
6
改

修

官
公

庁
舎

建
築

物
２

1
1
8

岡
山

県
庁

議
会

棟
旧

館
S
3
2
／

R
6
改

修
官

公
庁

舎
建

築
物

２

1
1
9

岡
山

県
庁

西
庁

舎
S
4
6
／

H
1
6
・
R
6
改

修
官

公
庁

舎
建

築
物

２

和
歌

山
県

紀
の

川
市

和
歌

山
県

伊
都

郡
高

野
町

岡
山

県
岡

山
市

兵
庫

県
芦

屋
市

紀
の

川
中

流
域

の
集

落
中

心
部

に
位

置
す

る
浄

土
真

宗
寺

院
。

境
内

中
心

に
本

堂
を

配
し

、
西

に
庫

裏
、

南
東

に
宝

蔵
、

南
西

に
鐘

楼
、

手
水

舎
、

南
辺

に
山

門
を

配
す

る
。

本
堂

は
境

内
北

東
隅

に
南

面
し

て
建

つ
。

大
虹

梁
や

欄
間

な
ど

彫
刻

で
荘

厳
し

、
本

瓦
葺

き
の

大
屋

根
が

集
落

景
観

の
核

を
な

す
。

庫
裏

は
正

面
南

寄
り

に
付

す
大

振
り

な
唐

破
風

造
り

の
式

台
玄

関
が

目
を

惹
く

大
規

模
な

も
の

。
宝

蔵
は

方
一

間
宝

形
造

り
本

瓦
葺

き
で

露
盤

宝
珠

を
飾

り
、

小
規

模
な

が
ら

寺
観

を
整

え
る

。
鐘

楼
は

虹
梁

・
蟇

股
・
懸

魚
を

彫
刻

で
飾

り
、

総
ケ

ヤ
キ

造
と

し
た

上
質

な
鐘

楼
。

手
水

舎
は

、
小

規
模

な
が

ら
降

棟
を

付
す

な
ど

重
厚

な
屋

根
の

手
水

舎
。

山
門

は
一

間
一

戸
の

薬
医

門
で

両
脇

に
袖

塀
を

付
す

。
虹

梁
や

肘
木

な
ど

絵
様

彫
刻

で
飾

っ
た

華
や

か
な

山
門

。

高
野

山
五

之
室

谷
（
ご

の
む

ろ
だ

に
）
に

位
置

す
る

真
言

宗
別

格
本

山
寺

院
の

多
宝

塔
と

経
蔵

。
多

宝
塔

は
庭

園
内

の
築

山
上

に
建

つ
。

蟇
股

に
菊

花
紋

を
掲

げ
、

精
緻

な
つ

く
り

で
、

名
刹

に
相

応
し

い
多

宝
塔

。
経

蔵
は

切
石

積
み

の
基

壇
上

に
東

面
し

て
建

つ
宝

形
造

り
本

瓦
形

銅
板

葺
き

。
同

高
に

校
木

を
積

み
上

げ
る

端
正

な
姿

の
経

蔵
。

岡
山

城
二

の
丸

跡
に

位
置

す
る

県
庁

舎
。

本
庁

舎
本

館
、

議
会

棟
旧

館
、

西
庁

舎
か

ら
な

る
。

設
計

は
い

ず
れ

も
前

川
國

男
。

本
庁

舎
本

館
は

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

、
地

上
九

階
地

下
一

階
建

で
北

に
回

廊
を

コ
の

字
に

突
出

。
中

央
部

の
ピ

ロ
テ

ィ
や

回
廊

で
内

外
を

一
体

と
し

て
巧

み
に

調
和

。
前

川
に

よ
る

戦
後

庁
舎

建
築

の
大

作
。

議
会

棟
旧

館
は

躯
体

の
打

放
仕

上
、

黒
色

サ
ッ

シ
ュ

、
橙

色
（
だ

い
だ

い
い

ろ
）
の

特
殊

ホ
ロ

ー
ブ

リ
ッ

ク
な

ど
本

館
共

通
の

意
匠

で
ま

と
め

る
。

西
庁

舎
は

増
築

棟
で

三
階

以
上

は
外

壁
を

張
出

し
、

西
正

面
は

手
摺

な
ど

で
格

子
状

に
割

付
け

軽
快

な
立

面
と

す
る

。

六
甲

山
南

麓
の

住
宅

地
に

位
置

す
る

海
運

会
社

役
員

の
洋

館
付

住
宅

の
主

屋
と

表
門

。
主

屋
は

西
側

を
和

館
、

東
側

を
洋

館
と

し
、

ス
テ

ン
ド

グ
ラ

ス
の

モ
チ

ー
フ

に
船

な
ど

、
階

段
廻

り
に

チ
ー

ク
材

を
用

い
、

海
運

商
ら

し
い

特
徴

を
示

す
。

表
門

は
腕

木
門

。
板

扉
に

大
き

な
斫

り
目

を
施

し
、

門
戸

上
部

は
格

子
欄

間
と

す
る

。
簡

素
な

構
成

な
が

ら
丁

寧
な

つ
く

り
と

し
た

屋
敷

の
表

門
。

粉
河

寺
東

方
の

丘
陵

に
位

置
す

る
果

樹
農

家
の

離
れ

座
敷

と
土

蔵
。

離
れ

座
敷

は
二

間
続

き
の

座
敷

で
琵

琶
床

な
ど

備
え

た
瀟

洒
な

来
客

用
の

座
敷

。
土

蔵
は

小
窓

に
鉄

扉
を

付
し

、
外

観
閉

鎖
的

な
土

蔵
で

敷
地

の
歴

史
的

景
観

を
形

成
。
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
2
0

大
元

宗
忠

神
社

本
殿

M
1
8
／

S
3
9
改

修
宗

教
建

築
物

２

1
2
1

大
元

宗
忠

神
社

拝
殿

M
1
8
／

S
5
2
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
2

大
元

宗
忠

神
社

社
務

所
（
旧

神
饌

殿
（
み

け
ど

の
）
）

M
1
8
／

S
5
2
・
H

元
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
3

大
元

宗
忠

神
社

御
札

所
（
旧

神
札

殿
（
み

ま
も

り
ど

の
）
）

M
1
8
／

S
5
2
・
H

3
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
4

大
元

宗
忠

神
社

拝
殿

北
回

廊
M

1
8
／

S
5
2
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
5

大
元

宗
忠

神
社

拝
殿

南
回

廊
M

1
8
／

S
5
2
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
6

大
元

宗
忠

神
社

教
祖

記
念

館
（
旧

布
教

所
兼

主
屋

）
嘉

永
元

(1
8
4
8
)／

M
1
5
移

築
、

H
1
6
改

修

宗
教

建
築

物
２

1
2
7

大
元

宗
忠

神
社

武
道

館
（
旧

大
教

会
所

）
M

3
2
／

T
2
増

築
、

S
5
1
・
H

1
6
改

修
宗

教
建

築
物

２

1
2
8

大
元

宗
忠

神
社

長
屋

門
E
末

期
／

S
5
5
頃

・
H

7
改

修
宗

教
建

築
物

１

1
2
9

大
元

宗
忠

神
社

門
及

び
瑞

垣
M

1
8
／

S
3
9
改

修
宗

教
工

作
物

１

1
3
0

ヤ
マ

モ
ト
ロ

ッ
ク

マ
シ

ン
(旧

山
本

鉄
工

所
)旧

本
社

事
務

所
兼

主
屋

S
前

期
／

S
中

期
改

修
産

業
2
次

建
築

物
１

1
3
1

ヤ
マ

モ
ト
ロ

ッ
ク

マ
シ

ン
(旧

山
本

鉄
工

所
)旧

研
究

室
棟

S
前

期
／

R
5

産
業

2
次

建
築

物
２

1
3
2

船
越

家
住

宅
主

屋
山

口
県

山
口

市
S
4
／

S
7
増

築
一

の
坂

川
に

面
し

た
敷

地
に

東
京

牛
込

か
ら

移
築

し
た

住
宅

主
屋

。
木

造
二

階
建

の
東

西
棟

で
南

面
に

玄
関

を
付

し
、

西
端

に
洋

館
の

応
接

間
を

付
す

。
二

階
座

敷
は

床
と

床
脇

を
組

合
せ

た
自

由
な

構
成

の
近

代
和

風
住

宅
。

住
宅

建
築

物
２

1
3
3

料
亭

高
大

玄
関

及
び

廊
下

T
後

期
産

業
3
次

建
築

物
２

1
3
4

料
亭

高
大

大
広

間
T

1
0

産
業

3
次

建
築

物
２

1
3
5

料
亭

高
大

土
蔵

M
前

期
／

S
5
1
頃

改
修

産
業

3
次

建
築

物
１

1
3
6

長
尾

八
幡

宮
本

殿
T

5
宗

教
建

築
物

２

1
3
7

長
尾

八
幡

宮
中

殿
及

び
幣

殿
T

5
宗

教
建

築
物

１

1
3
8

長
尾

八
幡

宮
拝

殿
T

5
宗

教
建

築
物

２

1
3
9

長
尾

八
幡

宮
神

饌
所

T
5

宗
教

建
築

物
１

1
4
0

長
尾

八
幡

宮
控

所
T

5
宗

教
建

築
物

１

1
4
1

長
尾

八
幡

宮
透

塀
T

5
宗

教
工

作
物

１

1
4
2

長
尾

八
幡

宮
手

水
舎

（
ち

ょ
う

ず
や

）
T

4
頃

宗
教

工
作

物
１

1
4
3

長
尾

八
幡

宮
御

幸
橋

S
1
2

宗
教

土
木

１

1
4
4

長
尾

八
幡

宮
鳥

居
T

4
宗

教
工

作
物

１

広
島

県
庄

原
市

山
口

県
萩

市

山
口

県
大

島
郡

周
防

大
島

町

岡
山

県
岡

山
市

ＪＲ
大

元
駅

西
方

、
黒

住
教

発
祥

地
に

教
祖

大
元

宗
忠

（
お

お
も

と
む

ね
た

だ
）
を

祀
っ

た
神

社
。

本
殿

の
東

に
拝

殿
を

配
し

、
北

の
社

務
所

、
南

の
御

札
所

を
回

廊
で

結
び

中
核

部
を

形
成

。
南

方
に

教
祖

記
念

館
、

北
方

に
武

道
館

、
境

内
東

辺
に

長
屋

門
を

配
し

、
本

殿
周

囲
を

門
及

び
瑞

垣
で

区
画

。
本

殿
は

伝
統

的
な

彫
刻

や
錺

金
具

（
か

ざ
り

か
な

ぐ
）
で

荘
厳

し
、

細
部

ま
で

丁
寧

な
つ

く
り

の
上

質
な

本
殿

。
拝

殿
は

比
翼

（
ひ

よ
く

）
入

母
屋

造
り

で
正

面
に

千
鳥

破
風

、
唐

破
風

造
り

の
向

拝
を

付
す

。
華

や
か

か
つ

独
特

の
外

観
を

備
え

た
拝

殿
。

社
務

所
、

御
札

所
は

入
母

屋
造

り
銅

板
葺

き
東

西
棟

。
身

舎
周

囲
に

刎
高

欄
付

の
切

目
縁

を
廻

す
。

北
回

廊
、

南
回

廊
は

平
面

矩
折

の
両

下
造

銅
板

葺
の

渡
廊

下
。

拝
殿

、
御

札
所

、
社

務
所

と
と

も
に

社
殿

の
表

構
え

を
つ

く
る

。
教

祖
記

念
館

は
か

つ
て

の
布

教
所

兼
主

屋
。

北
西

に
教

祖
宗

忠
が

晩
年

居
住

し
た

御
居

間
（
お

い
ま

）
を

残
し

、
黒

住
教

の
記

念
碑

的
な

建
物

。
武

道
館

は
か

つ
て

の
布

教
の

中
心

道
場

。
木

造
ト
ラ

ス
を

用
い

て
2
0
0
畳

に
及

ぶ
無

柱
空

間
を

実
現

し
た

大
規

模
道

場
。

長
屋

門
は

旧
布

教
所

兼
主

屋
の

正
門

と
な

る
堅

実
な

つ
く

り
。

本
殿

を
区

画
す

る
門

は
銅

板
葺

の
平

唐
門

で
、

塀
は

切
妻

造
り

銅
板

葺
き

。
精

緻
に

積
ん

だ
切

石
積

の
基

壇
上

に
建

つ
上

質
な

門
と

塀
。

新
町

筋
に

西
面

し
て

建
つ

削
岩

機
製

造
会

社
の

旧
本

社
事

務
所

兼
主

屋
及

び
旧

研
究

室
棟

。
事

務
所

兼
主

屋
は

二
階

に
出

窓
を

張
出

し
、

丸
窓

な
ど

幾
何

学
的

意
匠

で
飾

る
。

独
特

な
外

観
が

通
り

の
景

観
を

形
成

。
旧

研
究

室
棟

は
側

廻
り

に
上

部
半

円
ア

ー
チ

の
縦

長
窓

を
開

け
、

外
壁

モ
ル

タ
ル

掻
落

仕
上

。
削

岩
機

製
造

の
起

点
と

な
っ

た
洋

風
の

研
究

室
棟

。

旧
萩

往
還

沿
い

に
位

置
す

る
料

亭
旅

館
。

玄
関

及
び

廊
下

、
大

広
間

、
土

蔵
か

ら
な

る
。

玄
関

は
頭

貫
上

に
彫

刻
付

蟇
股

を
掲

げ
、

料
亭

の
風

格
を

演
出

。
大

広
間

は
6
0
畳

と
4
0
畳

の
二

室
か

ら
な

り
、

床
は

上
壇

を
構

え
、

床
柱

は
太

い
サ

ク
ラ

の
皮

付
丸

太
を

用
い

、
大

空
間

に
合

わ
せ

た
意

匠
の

大
広

間
。

土
蔵

は
食

器
や

膳
の

収
納

蔵
。

二
階

は
板

敷
の

収
納

蔵
と

し
、

棟
通

り
に

棚
を

設
え

る
。

玄
関

と
一

体
で

敷
地

中
央

の
景

観
を

つ
く

る
。

周
防

大
島

の
神

南
山

（
じ

ん
な

ん
や

ま
）
中

腹
に

位
置

す
る

神
社

。
本

殿
の

東
に

中
殿

及
び

幣
殿

、
拝

殿
を

並
べ

、
南

に
神

饌
所

、
北

に
控

所
を

配
し

、
本

殿
を

挟
ん

で
南

北
に

延
び

る
透

塀
が

本
殿

域
を

区
画

す
る

。
境

内
中

央
部

に
位

置
す

る
手

水
舎

（
ち

ょ
う

ず
や

）
、

御
幸

橋
（
み

ゆ
き

ば
し

）
を

配
し

、
南

東
の

境
内

入
口

に
鳥

居
が

建
つ

。
本

殿
は

三
間

社
流

造
（
な

が
れ

づ
く

）
り

檜
皮

（
ひ

わ
だ

）
葺

き
。

軒
廻

り
賑

や
か

で
秀

逸
な

彫
刻

で
飾

っ
た

地
元

周
防

大
島

の
大

工
に

よ
る

本
殿

。
中

殿
は

両
下

造
銅

板
葺

東
西

棟
で

中
殿

の
北

・
南

面
に

下
屋

を
付

し
、

西
に

幣
殿

を
延

ば
す

。
境

内
景

観
に

欠
か

せ
な

い
社

殿
。

拝
殿

は
入

母
屋

造
り

銅
板

葺
き

で
正

面
向

拝
に

籠
彫

や
丸

彫
彫

刻
を

集
中

し
て

飾
り

、
外

観
華

や
か

。
神

饌
所

は
入

母
屋

造
り

妻
入

り
桟

瓦
葺

き
で

、
北

面
に

渡
廊

下
を

接
続

。
北

側
の

控
所

も
同

形
式

と
し

、
一

対
で

境
内

の
歴

史
的

な
景

観
を

つ
く

る
。

透
塀

は
柱

間
に

菱
格

子
、

欄
間

に
吹

寄
の

襷
桟

を
建

て
る

。
軽

快
な

つ
く

り
で

、
本

殿
周

囲
の

歴
史

的
な

景
観

に
寄

与
。

手
水

舎
は

礎
石

上
に

柱
を

四
方

転
び

に
立

て
、

虹
梁

形
頭

貫
で

固
め

る
。

装
飾

少
な

く
、

簡
素

な
が

ら
も

境
内

景
観

を
つ

く
る

。
御

幸
橋

は
緩

や
か

に
反

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

の
床

版
両

端
に

石
製

高
欄

を
組

む
。

防
火

用
貯

水
池

建
設

の
一

環
で

架
橋

。
鳥

居
は

石
造

の
明

神
鳥

居
、

境
内

の
入

口
に

象
徴

的
に

建
ち

、
参

道
の

歴
史

的
な

景
観

を
形

成
す

る
。
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名
称

所
在

地
建

設
年

代
特

徴
等

種
別

種
別

基
準

1
4
5

松
山

城
太

鼓
門

S
4
7

文
化

福
祉

建
築

物
１

1
4
6

松
山

城
太

鼓
門

南
続

櫓
S
4
7

文
化

福
祉

建
築

物
１

1
4
7

松
山

城
太

鼓
門

北
続

櫓
S
4
7

文
化

福
祉

建
築

物
１

1
4
8

松
山

城
太

鼓
櫓

S
4
8

文
化

福
祉

建
築

物
１

1
4
9

旧
佐

野
家

住
宅

（
商

い
と

暮
ら

し
博

物
館

）
主

屋
E
末

期
／

M
中

期
・

同
4
3
増

築
、

S
前

期
・
同

6
3
改

修

住
宅

建
築

物
２

1
5
0

旧
佐

野
家

住
宅

(商
い

と
暮

ら
し

博
物

館
）
土

蔵
M

後
期

／
S
6
3
改

修
住

宅
建

築
物

１

1
5
1

旧
佐

野
家

住
宅

（
商

い
と

暮
ら

し
博

物
館

）
離

れ
S
7
頃

／
S
6
3
改

修
住

宅
建

築
物

１

1
5
2

田
所

商
店

倉
庫

福
岡

県
北

九
州

市
S
前

期
東

山
一

丁
目

の
交

差
点

南
西

に
建

つ
旧

茶
製

品
用

倉
庫

。
煉

瓦
造

東
西

棟
の

北
面

西
寄

り
を

北
に

突
出

し
て

全
体

矩
折

と
し

、
北

西
を

隅
切

と
し

た
変

形
の

寄
棟

造
り

桟
瓦

葺
き

。
鉱

滓
（
こ

う
さ

い
）
煉

瓦
を

用
い

た
地

域
性

豊
か

な
倉

庫
。

産
業

3
次

建
築

物
１

1
5
3

冷
泉

荘
（
旧

八
木

ア
パ

ー
ト
）

福
岡

県
福

岡
市

S
3
3
／

H
2
3
改

修
櫛

田
神

社
北

西
に

位
置

す
る

集
合

住
宅

。
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

地
上

５
階

地
下

１
階

建
て

で
外

壁
モ

ル
タ

ル
刷

毛
引

仕
上

。
旧

博
多

部
に

残
る

戦
後

復
興

期
の

貴
重

な
民

間
集

合
住

宅
。

住
宅

建
築

物
１

1
5
4

吉
村

家
住

宅
（
旧

大
力

家
住

宅
）
主

屋
福

岡
県

う
き

は
市

S
前

期
／

S
3
8
増

築
、

H
3
改

修
隈

上
川

西
岸

の
集

落
に

位
置

す
る

旧
農

家
の

主
屋

。
寄

棟
造

り
茅

葺
き

で
、

杉
皮

を
重

ね
葺

き
、

周
囲

に
桟

瓦
葺

下
屋

を
廻

ら
す

。
杉

皮
を

重
ね

た
当

地
特

有
の

茅
葺

き
屋

根
が

集
落

の
歴

史
的

な
景

観
を

形
成

。
住

宅
建

築
物

１

1
5
5

戸
上

電
機

製
作

所
本

館
佐

賀
県

佐
賀

市
T

1
4
／

S
1
3
・
同

3
0

代
増

築
、

R
5
改

修
ＪＲ

佐
賀

駅
東

方
の

市
街

地
に

位
置

す
る

、
配

電
部

品
製

造
業

の
本

社
屋

。
木

造
三

階
建

て
で

南
正

面
の

玄
関

か
ら

上
へ

、
四

本
の

付
柱

が
昭

和
1
3
年

増
築

の
三

階
を

越
え

て
伸

び
る

。
佐

賀
の

電
気

産
業

の
発

展
を

伝
え

る
象

徴
的

な
事

務
所

建
築

。
産

業
2
次

建
築

物
１

1
5
6

野
尻

家
住

宅
主

屋
E
末

期
／

M
後

期
・

S
前

期
増

築
、

同
3
0

代
改

修

住
宅

建
築

物
２

1
5
7

野
尻

家
住

宅
門

及
び

塀
安

政
4
(1

8
5
7
)

住
宅

工
作

物
１

1
5
8

古
荘

家
住

宅
（
旧

谷
家

住
宅

）
主

屋
熊

本
県

上
益

城
郡

益
城

町
M

後
期

／
S
3
2
・

H
1
5
改

修
木

山
川

（
き

や
ま

が
わ

）
南

岸
の

農
村

集
落

に
あ

る
旧

家
の

主
屋

。
つ

し
二

階
建

て
切

妻
造

り
桟

瓦
葺

き
で

正
面

に
式

台
玄

関
を

突
出

す
る

。
座

敷
は

床
と

床
脇

に
ケ

ヤ
キ

と
マ

ツ
の

一
枚

板
を

用
い

る
な

ど
上

質
。

式
台

を
構

え
て

旧
家

の
格

式
を

み
せ

る
。

住
宅

建
築

物
２

注 建
設

年
代

：
E
は

江
戸

、
M

は
明

治
、

T
は

大
正

、
S
は

昭
和

、
H

は
平

成
、

R
は

令
和

の
略

。

種
別

：
土

木
は

土
木

構
造

物
、

工
作

物
は

そ
の

他
工

作
物

の
略

。

基
準

：
1
は

国
土

の
歴

史
的

景
観

に
寄

与
し

て
い

る
も

の
、

2
は

造
形

の
規

範
と

な
っ

て
い

る
も

の
、

3
は

再
現

す
る

こ
と

が
容

易
で

な
い

も
の

。

熊
本

県
玉

名
市

愛
媛

県
松

山
市

愛
媛

県
喜

多
郡

内
子

町

玉
名

市
天

水
町

（
て

ん
す

い
ま

ち
）
の

丘
陵

中
腹

に
位

置
す

る
在

御
家

人
の

住
宅

主
屋

と
門

及
び

塀
。

主
屋

は
、

座
敷

に
マ

ツ
の

良
材

を
用

い
、

書
院

欄
間

に
意

匠
性

に
富

む
龍

の
彫

刻
を

施
す

。
大

規
模

で
、

眺
望

に
優

れ
て

上
質

。
門

は
四

脚
門

で
角

柱
を

用
い

、
中

央
に

大
き

な
板

扉
を

開
く

。
石

垣
上

に
廻

ら
せ

た
真

壁
造

り
桟

瓦
葺

き
の

塀
と

一
体

と
な

っ
て

風
格

あ
る

屋
敷

構
え

を
伝

え
る

。

大
洲

街
道

に
北

面
し

、
か

つ
て

酒
造

業
や

薬
種

業
を

営
ん

だ
商

家
で

、
主

屋
、

土
蔵

、
離

れ
か

ら
な

る
。

主
屋

は
南

西
に

床
、

違
い

棚
、

平
書

院
を

備
え

た
上

質
な

座
敷

を
配

す
。

幕
末

と
明

治
の

建
物

を
一

棟
に

改
修

し
た

町
家

で
町

の
発

展
を

伝
え

る
。

土
蔵

は
か

つ
て

の
酒

蔵
。

二
階

建
て

切
妻

造
り

妻
入

り
で

北
と

南
に

戸
口

を
開

け
、

外
壁

漆
喰

塗
仕

上
。

離
れ

は
一

階
座

敷
は

南
庭

に
面

し
て

縁
を

付
し

、
ガ

ラ
ス

戸
を

建
て

時
代

相
を

示
す

。
主

屋
と

一
体

と
な

っ
て

敷
地

内
の

景
観

を
つ

く
る

。

松
山

城
跡

に
位

置
す

る
太

鼓
門

、
北

・
南

続
櫓

、
太

鼓
櫓

。
太

鼓
門

、
太

鼓
門

は
石

垣
に

挟
ま

れ
る

脇
戸

付
櫓

門
で

、
上

階
正

背
面

に
窓

、
正

面
廻

り
に

は
狭

間
を

開
く

。
南

続
櫓

は
太

鼓
門

上
階

の
櫓

か
ら

南
の

石
垣

に
延

び
、

石
垣

出
隅

に
載

る
隅

櫓
。

北
続

櫓
は

戦
災

前
に

既
に

失
っ

て
い

た
が

、
残

存
す

る
石

垣
の

形
状

や
、

葛
石

上
端

の
斫

り
状

況
、

周
囲

の
石

段
な

ど
に

よ
り

続
櫓

が
存

在
し

た
と

判
断

し
、

同
時

期
に

復
元

。
太

鼓
櫓

は
昭

和
4
8
年

に
復

元
し

た
木

造
二

層
隅

櫓
。

西
面

に
千

鳥
破

風
を

飾
り

、
一

階
の

南
西

隅
矩

折
と

西
面

北
端

に
石

落
し

を
備

え
る

厳
重

な
構

え
の

櫓
。
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